
 
 

地域観光戦略プログラム 

１.プログラムの目的と対象 

「地域観光（地域で展開する観光）を推進する人材を育成する」ことを目的に、観光まちづくりやマ

ーケティングなどの科学的視点で地域観光を見直し、戦略的な考え方、手法を学び、実践につなげるた

めのプログラムを企画し、今年度は、宮城県多賀城市を対象地域として実施した。 

 
２.検討経過・プロセス 

 プログラムの講師として、観光地域づくりに詳しく、日本版ＤＭＯの導入・推進に取り組まれている

大社 充 氏（ＮＰＯ法人グローバルキャンパス理事長）を迎え、国府多賀城・観光推進協議会メンバ

ーを中心に、多賀城の観光・地域づくりにかかわる観光関連事業者、行政、観光協会、商工／農林漁業

者、地域づくり団体、住民の皆さん３８名が参加した。 

そして、テーマを「多賀城の観光まちづくりと日本版ＤＭＯを学ぶ」をとし、下記のとおりマーケテ

ィング委員会（８回）のほか、ワーキングチーム会議（１５回）開催し、講師による講義やグループワ

ークを通して、「来訪者実態調査」の調査設計、調査の実施、集計・分析、「市場環境調査」の調査設計、

分析を行い、多賀城観光戦略について検討した｡ 

（１）検討経過 

月 委員会 内容 調査等 

７／１９ 第１回 
■観光まちづくりについて 

■観光マーケティング調査について 
 

８／１１ 第２回 
■多賀城観光の概況について 

■実施調査の検討 

  

  

９／２８ 第３回 

■来訪者実態調査について 

 調査内容、調査実施体制の検討 

■市観光推進プロジェクトの情報提供 

 

１０／２８ 第４回 ■来訪者実態調査の経過報告 
１０月２０日～１１月３０日 

来訪者実態調査実施 

１１／１３ 第５回 
■ＤＭＯ講演会 

■来訪者実態調査の中間報告 
一般公開 

１２／１５ 第６回 

■市場環境調査内容の検討 

■来訪者実態調査結果の検討 

 ・データに基づく多賀城観光の問題 

１月８日～１月１２日 

市場環境調査実施 

１／１６ 第７回 
■市場環境調査結果の検討 

 ・データに基づく多賀城観光戦略の方向 
 

３／１２ 第８回 

第２回多賀城観光まちづくりフォーラム

／多賀城観光戦略プログラム 

■プログラムの成果の報告 

■推進体制について 

一般公開 



 
 

（２）検討プロセス 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

３．調査の概要 

（１）来訪者実態調査（多賀城来訪者実態調査） 

①調査目的：多賀城来訪者の実態(目的、満足度等)を探る 

②調査方法・場所： 

留置(郵送)調査【観光施設・宿泊施設・飲食施設・販売施設】 

対面調査【多賀城跡南北大路付近、陸奥総社宮、多賀城駅】 

③実施期間:平成２７年１０月１５日～１１月３０日 

④サンプル数・ 回答率:アンケート配置数 ３,６００件 

回答数 １,０６０件（うち有効件数１,０５８件） 回答率 ２９．４％ 

（２）市場環境調査（多賀城観光ｗｅｂ調査） 

①調査目的：多賀城の認知度、訪問意向、ニーズ等を探る 

②調査方法：全国の歴史に興味のある方を対象にＷｅｂ調査 

③実施期間：平成２８年１月８日～１月１２日 

④サンプル数：１,０００件 

 



 
 

（３）調査から見えた傾向 

①来訪者実態調査 

 調査結果から、どういう人がどのように行動しているのかについて、全体及び特徴的な層（６０代以

降の歴史好き男女、４０、５０代の男性ビジネスマン、２０、３０代の近隣女性客）について、おおよ

その傾向を把握した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

※割合の最も多いもの、特徴のあるものを記載 

 
 
 
 
 



 
 

②市場環境調査 

全国の歴史好きを対象に、多賀城の認知度、多賀城訪問意向とニーズ等について尋ね、おおよその傾

向を把握した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 



 
 

４．プログラムの成果：多賀城観光戦略の提案 

来訪者実態調査、市場環境調査（ネット調査）の結果をもとに、具体的な観光戦略プロジェクト及び

事業を検討・提案した。 

その成果は、第８回委員会（国府多賀城・観光推進協議会の第２回観光まちづくりフォーラムを兼ね

て平成２８年３月１２日に開催）で発表した。以下はその概要である。 

 

（１）ポリシーとプロジェクト 

はじめに、具体的な観光戦略を検討する前に、基本方針として観光振興することで多賀城をどのよう

なまちにしたいかを議論し、下記のポリシーを明確化した。 
また、観光戦略にかかるプロジェクト及びプログラム（実現に向けた具体的事業）については、ソフ

トを中心に検討することとした。 

 
 
 
 
（２）ターゲット 

 続いて、上記に掲げたポリシーを実現するために、どのような人に、どのように来てもらい、そして

多賀城でどのように過ごしてもらうか、ターゲットの絞り込みを検討した。 

その結果、来訪者実態調査及び市場環境調査の結果から見えた傾向をもとに、来訪者実態調査から浮

かび上がってきた特徴的な３つ層の中から、歴史好きの２０～３０代の女性をターゲット（新規に獲得

したい来訪者）に据えることとした。 

折しも、多賀城市では古代米（紫黒米）を特産品に位置づけ、女性向けのグルメブランド「多賀城し

ろのむらさき」として開発、売り込み始めたところであり、好機と捉えた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 



 
 

（３）ターゲットに対応したプロジェクトの提案 

 ターゲットに対して、「再来訪以降を高める」「新たな来訪者を増やす」「消費単価を拡大する」「滞在

時間を延ばす」ための効果的プロジェクトを、短期・中期・長期の視点から検討し、下表のとおり整理

した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

（４）具体的事業・モデルコースの提案 

 上記プロジェクト案の中から、一例として歴史好きの２０～３０代女性（歴女）を対象に、多賀城の

歴史を楽しめるモデルコースを検討・提案した。 

 具体的には、来訪者実態調査及び市場環境調査の結果から見えた傾向をもとに、以下の２つのモデル

コースを提案した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①歴女ビギナー向けコース 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 



 
 

②歴女上級者向けコース 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）プログラムの反省点と次のステップに向けて 

 最後に、本プログラムでは、多賀城観光の実態と市場を把握するため、来訪者実態調査及び市場環境

調査を実施したが、各調査について以下の反省点が挙げられた。 

【来訪者実態調査について】 

●調査スタートが遅かったため、調査期間は観光客が少ない晩秋になった。 
●アンケートの設問に曖昧な箇所があり、正確な回答を得られなかったケースもあった。 

【市場環境調査について】 

●もっとターゲットを絞り込んで調査をした方が戦略立案につながった。 

   全国の歴史好き⇒女性２０代、３０代の歴史好き  

 一方、マーケティング委員会での検討を通じて、講師の講義や専門的助言により、市民の手でもこ

れだけの調査、検討ができることを経験し、自信につながった。また、いろいろな立場、意見を持つ

人が、多賀城観光のために真剣に話し合うことができ、様々な「気づき」が得られた。 

今後は、市民でできること、行政と協働してやることなど、役割分担を明確にしていく必要であり、

本プログラムの取り組みや成果が、市民、行政、観光関連事業者の方を含め、多賀城観光の未来を一

緒に考える契機につながっていくことが期待される。 


